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< 審査意見 >                      

  令和５年度の予算は、「寒川町総合計画 2040 第一次実施計画に掲

げる事業をより一層効果的に推進させると同時に、引き続き新型コロ

ナウイルス感染症対策や社会情勢の変化に的確に対応するため、様々

な事業が計画された予算でありました。 

そのような中、下水道事業特別会計を除く寒川町一般会計及び、 

３特別会計の決算総額は、歳入で,３２５億９，２２３万１，３０５

円、歳出では３０３億８，９０８万４，１０７円となり、翌年度へ繰

り越すべき財源を控除した実質収支額は、２１億６，１４０万 

２，７８０円の黒字決算となりました。 

 

その中でも一般会計の決算額は、歳入で２２６億６,０１６万 

４,４１６円、歳出で２０７億２９万９，８０２円となり、前年度に

比べ歳入では１７億１,７８３万４,９６５円、８．２％の増、歳出は

１８億８４１万５，６６４円、９．６％の増となっています。 

 

令和５年度の歳入において、総額の４２．１％を占める町税は、 

納税義務者数の増などにより個人住民税が１．０％の増、固定資産税

についても、土地の用途変更や新築家屋の増などにより０．９％の増 

となり、また、処理困難物などの一時保管場所としていた一之宮中継

所用地の売却や学校給食公会計化に伴う学校給食費の皆増に伴い、 

自主財源の大幅な増額が図られています。 

依存財源において、国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費補助金が減となったものの、国のデフレ完全脱却の

ための総合経済対策に伴う物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金や、学校給食センター建設に伴う学校施設環境改善交付金などで

増。県支出金でも、子どものための教育・保育給付費県負担金や小児

医療費助成事業補助金がともに増。それ以外にも、寒川総合体育館 
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武道場及びサブアリーナ空調機設置工事や田端西地区まちづくり事

業の進捗などにより町債が増額となり、結果、自主財源と依存財源の

構成割合は６５．２対３４．８で前年度と比較すると、自主財源が 

１．２ポイントの減となりました。 

令和５年度においては国庫支出金等の影響により、自主財源比率が

減少しましたが、各種財政指標の動向等を注視しつつ、中長期的な視

野に立った健全な財政運営に努めることを望みます。 

一方、歳出の内訳として、昨年度取り組まれた主な事業は、 

総務費では、公共施設再編整備基金の新設。 

民生費では、国の低所得世帯支援給付金給付事業や、倉見幼稚園の認

定こども園化に伴う施設改修工事等にかかる就学前教育・保育施設整

備事業補助金の増。 

農林水産業費では、小谷地内の農業水利施設予防保全対策工事の実

施。 

商工費では、中小企業信用保証料補助金や中小企業活性化事業補助金

の増。 

土木費では、事業の進捗に伴う田端西地区組合土地区画整理事業助成

金の増。 

消防費では、消防署宮山出張所の土地購入や、災害・訓練等の出動

に対する消防団員報酬の見直し。 

教育費では、学校給食センター初年度即納金としての建物購入費や、

テニスコートの施設管理委託料の増。 

その他においても、町民や町内事業者の様々な要望に応えるべく、町

が直面している課題を的確に捉え、町長以下、職員一丸となって取り

組んだ姿勢は評価できるものです。 

 

 特別会計については、少子高齢化や定年延長が進み、国民健康保険

事業から後期高齢者医療制度への移行が進み、その反面、後期高齢者
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医療事業や介護保険事業では被保険者や医療費の増加が今後も見込

まれます。このため、制度の安定的な運営を図る観点から、負担の公

平性を確保するよう努めるとともに、引き続き、収入未済額の縮減に

向け、取り組まれるよう要望します。また、下水道事業特別会計につ

いては、引き続き収益見込みとのバランスを考慮しながら、計画的・

効率的・合理的な経営に取り組むよう一層の努力を期待します。 

 

昨年度は新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類に移行し、

町の活気がゆるやかに戻ってきた年でしたが、そのような状況の中で

執行された本決算は、総体的に見て健全財政が保たれており、適正な

ものと判断します。 

町では今後も、義務的経費の増加や公共施設の再編、東海道新幹線

新駅の誘致といった大規模事業を控えていますが、選択と集中の観点

で、さらに工夫・改善に努め、町民の皆様からの負託に応えるべく、

持続可能な魅力あるまちづくりを進めることで「住んでいてよかっ

た」と言われるよう、効率的かつ効果的な行財政運営が進められるこ

とを期待します。 

なお、審査の過程において、各委員からの指摘や意見等については

十分勘案し、今後の予算編成、執行にあたられるよう要望し、審査意

見とします。 

 

 


